
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

甕 遠瑠（もたい とおる）

ブラックドッグ
ブラックドッグ

UGNチルドレンA

15

憤怒

母親不在

憎悪

秘密

中学生

男

42

保護者

4
2
2
0

1
0
0
0

0
0
0
0 1

5
2
2
1

87
6
6
11
22

5 1
1 2

レネゲイド UGN1 1

アームブレード 白兵 5r+4 3 9 ハードワイヤード取得。対象のガード値-5。

0 0

父親
上司

霧谷雄吾

執着
慈愛
好意

猜疑心
嫌気

疎外感

ダーマルプレート
専門書：レネゲイド

2

ワーディング

リザレクト

ハードワイヤード

ペインエディター

アタックプログラム

コンセントレイト：ブラックドッグ

雷鳴の申し子

バリアクラッカー

タッピング&オンエア

★

0

7

5

7

2

1

1

★

-

1d10

基+4

基+3

2

2

5

4

1

オート

気絶時

常時

常時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

武器

-

-

武器

視界

シーン

自身

自身

自身

-

-

-

-

効果

自動

自動

自動

自動

対決

-

対決

対決

自動

-

↓100

-

-

-

-

ピュア

80↑

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

専用アイテム(R2p196)SL個常備化。GMの許可でプリプレイ時に選択し直し可。侵食率によるレベルアップの効果を受けない。

最大HP+[SL*5]。侵食率によるレベルアップの効果を受けない。

組み合わせた攻撃の命中判定の達成値+[SL*2]。

C値-SL(下限値7)。

組み合わせた攻撃の攻撃力に+[最大HP-現在のHP]。使用したメインプロセスの終了時にHP0。1シナリオSL回。

ガード不可(カバーリング含)。装甲値無視。1シナリオSL回。

電波(有線含)による情報の送受信可能

一人称は「俺」。同じUGNチルドレンや同じ年頃の子のことは名前をカタカナ呼び捨てで呼ぶ（「アサト」、「ミノリ」）。大人のことは名字(ひらがな)+役職（
「なると教官」「あらじ支部長」）。
UGN百津地支部所属のUGNチルドレン。現在は中学3年生で、一応百津地市の中学校に通っているが、任務で休みがち。
恐らく当初はUGNチルドレンとして各地を点々としていたが、今は百津地市に落ち着いている。帰る場所は無いと思っているが戻る場所はUGNだと思っている。
頭のゆるい天然おバカ。毎回戦闘でHP0になって任務を終えるのもいつものこと。
怒りに満ちた覚醒と嫌悪に苛まれる衝動、親に捨てられたのだろうという猜疑心とはっきり覚えていないのだから違うかもしれないという期待、UGNを居場所と
するがその一方で故郷ではないという疎外感を抱えている。だから笑っているほうがいいし面白いことを見つけられる方がいいよね、と思っている。

＜命名について＞
・甕→日本神話の雷神武甕槌髪（タケミカヅチ）の「甕」から。恐らく母親側の苗字かと思われる。
・遠瑠→とおる→北欧神話の雷神トールの音から。ちなみに「とおる」という名前は漢字1字で「龍・竜」とも書くことが可能。名前は音だけ覚えていて後から漢
字を当てたのかもしれない。
・ヴァジュラパーニ→インドラ（帝釈天）の異名、執金剛神の読み方。その苛烈な雷光から。
・ヴァジュラ→金剛杵のこと。アームブレードの形状がこれ。

「至極の雷鳴」
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